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       部長会議の概要 

 
１ 開催日時：平成２３年２月３日（木）８：４５～９：１６ 
２ 開催場所：プレゼンテーションルーム 
３ 出席者：知事、副知事、各部局長等 
４ 欠席者：農水商工部観光局長、防災危機管理部長（代理出席：防災危機管理

部副部長）、出納局長（代理出席：出納分野総括室長）、健康福祉
部こども局長（代理出席：こども分野総括室長） 

５ 議事概要：以下のとおり 
  （●議題提出部局説明・回答、☆意見・質問） 
 
（重要情報共有化） 
 
議題１：平成２２年度職員危機管理意識調査の結果概要について 

（防災危機管理部） 
 
● 資料１に基づき説明  
 
● 対話、マニュアル理解の促進を今後の課題として取り組んでいく。 
 
☆ 対話がリスクの理解に結びついている。特に組織が新しくなる４月に対話
を実施し、職員のリスクへの理解を深めてほしい。 

 
☆ 対話が行われない理由として「忙しい」と回答している割合が多い。組織
が新しくなるときは、いい機会である。 

 
 
議題２：高病原性鳥インフルエンザに関する状況報告について 

（農水商工部） 
 
● 資料２に基づき説明 
 
☆ 消石灰を受け取り次第、撒くように徹底しているのか。 
● 今も各農場で消毒をしてもらっているが、消毒をするよう命令を出し、
さらに消石灰を配布した。 
 
☆ 消石灰の効果はどのくらいあるのか。 
● 雨で効果がなくならなければ、２週間程度効果がある。 
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☆ 消石灰以外も使うのか。 
● 基本的には消石灰で対応する。 
 
☆ ３月の対応はどうするのか。 
● ２月下旬の発生状況等をみて検討する。 
 
☆ 家畜、野鳥等の対応はどこがあたるのか。 
● 鶏等家畜伝染病予防法の対応は農水商工部。野鳥は環境森林部。公立学
校は教育委員会。私立学校は生活・文化部。 
☆ 各部でしっかり調整をしておくように。 
 
☆ 高病原性鳥インフルエンザは冬の寒い時期に発生するのか。 
● 日本では渡り鳥が飛んでくる冬に発生する。ただ、海外では夏でも発生
している。 

 
 


